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コンクリート柱内部の鉄筋破断有無を、⾮破壊にて簡便に診
断できる検査装置を開発。本診断装置は⼩型軽量で携帯性に優
れ、かつ安価に実⽤化している。

本診断装置は、コンクリート表⾯から内部の鉄筋を磁⽯で着
磁し、鉄筋が破断している箇所に⽣じる微弱な磁界の乱れを
ホール素⼦により電気信号に変換、更にオペアンプで増幅する
ことで、⾼精度に検知することを可能とし、⽇常のメンテナン
ス作業で簡便に利⽤されている。

技術開発部門

コンクリート構造物の内部鉄筋の破断を検査する従来の技術
としては、磁気センサやエックス線などを⽤いるものがあるが、
⼤型で⾼価、取扱いに専⾨技術を要するなどの課題があり、
⽇常のメンテナンス作業で利⽤することは難しかった。

本診断装置は⼩型軽量で携帯性に優れ、⽬に⾒えない鉄筋破
断箇所を⾳と光でわかりやすく知らせることができる。また、
汎⽤の主要部材で構成されるため安価であり、⽇常のメンテナ
ンス作業で簡便に利⽤できる装置である。

北海道電力(株)総合研究所は、「電力の安定供給」、

「環境負荷の低減」、「効率的なエネルギー利用」

に加え、地域と連携し、地域課題に貢献するための

研究開発を積極的に推進しています。

(株)電制は、電力分野製品の創出と電力分野技術支

援を事業のコアとして活躍する北海道の企業です。

北海道は広大な面積を有し、膨大な数の電力設備が

施設されています。塩害・風雪等の厳しい自然環境下

においても、これらの設備を信頼性と経済性を両立し

ながら効率的に維持管理していくことが必要であり、

主要設備であるコンクリート柱に関する研究について

道内メーカと連携しながら継続的に取り組んできまし

た。

本診断装置は、小型軽量で携帯性に優れ、導入しや

すい価格を必須の条件に開発・製品化を図っており、

様々な分野のインフラ維持管理の効率化にも活用が期

待されるものと考えています。
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コンクリート柱内部の
鉄筋の状態を簡単に診断できます

コンクリート構造物の内部鉄筋の破断を検査する従来の技術
は、大型で高価であり、取扱に専門技術を要する等の課題が
あった。本技術は、コンクリート電柱の内部の鉄筋の破断箇所
を非破壊で簡便に特定することが可能であり、携帯性に優れ、
技術者の力量に左右されずに診断できる点が評価された。

電力分野
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